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システムの紹介

1. 1分当たり180～300回、顔検出
2. 1時間当たり60～120回、本人確認、離席探知
3. パソコン、タブレット対応
4. ウェブブラウザのみ（別途ソフト不要）

2



システムの特徴

受検生

1分当たり35,000人
本人認証

監督員

監督員1人で200人監督
（オススメ）

本人判定

本人確認と異常探知

本人探知（代理防止） 多重探知 イベント記録、レポート

顔比較による
リアルタイム監督
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オフライン試験と
似てる画面構成

多数の受検生を同時監督



試験の流れ

試験の前

• 受験者情報を登録
– 受験費用の決済（選択）

• 登録日の顔写真撮影
– パソコンのカメラから登録当日の顔写

真を撮影
– 身分証明書の顔写真と比較（選択）

• 模擬試験の提供
– 試験ログインの試し
– 当日不具合が発生しないよう事前に環

境の確認可能

試験当日

• 顔認証による試験開始
– 当日撮影した顔写真と
– 事前登録した顔写真を比較

• 試験中はAIによる監督
– 離席を確認
– 多重人物を探知
– １分秒事に分析データを伝送
– 異常時は試験画面にアラート

• 伝送された分析データによる監督
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試験画面（例）

残り時間　回答：12/20　マークシート非表示　拡大　縮小 一時保存　提出

オンライン監督中

本人確認：正常 異常探知：異常
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試験監督とレポート（例）

受検生の状態を確認

• 試験場の入場・退場
• 本人確認の正常
• 離席発生
• 多重人物の探知

レポート

• 分析データの統計
• 異常探知の場合は監督員が伝送された写

真から不正可否を判断
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制作会社と導入事例

メッサクアー

• 顔認識専門企業
– 銀行アプリの顔認証技術開発
– オンライン試験監督システム
– 建設現場の出入り管理

導入事例

• 2020.11 クモン数学 認定テスト 40,000人
• 2020.11 麻酔医学会オンライン研修 500人
• 2020.12 KNN EDU 学力評価 700人
• 2020.12 KBS 韓国能力試験 20,000人
• 2021.05 KBS 韓国能力試験 20,000人
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